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木材表面の写真磁像による再現と

材色再現性の視覚的及び物理的評価

加藤弘之・芦田勝啓・荒Jfl純一・矢野裕之

Fidelity in Reproductiol1 of Wood Surface by Color Photographs 

and its Visual and Physical Evaluation 

l-Iiroyuki KA'l'O， Katsuhiro TODA， 

Junichi ARAKAWA and Hiroyuki YANO 

要旨

木材者長前Ieカラー写真で搬i揺する;場合の材色の:持説拡を線路照明条件について椀党的に検討す‘

ると共に，誠験{本とその培真間像の色ずれについて視党的官能評孤と物]型的測定3評価指子行なって，

両者の悲興や特徴を検討した。

ケヤキ;桜悶材について検討した搬路照明条件中で光源の色温度5500K，繊維平行方向に材開か

ら200又は700の照射角度が写真岡像の時現性が良釘・である。

8 樹1蜜の木材封筒について再現般のよい写真間像で~験体との明度三雲仙L*) ， 包皮控(ムポ，

!.l.b叫が小さいもの根， すなわち色授が小さいもの摺試験体制忠実に再現し と認めれば，

ピノキ，ウォーノレナットは写真再現肢がよく，チークが最も怒く，ケヤキ，イタヤカエデなどは

この閥に入る。椀党的評怖と物理的手Ii.{ilfiの|時には色ずれの大きお，方向lζ対しで樹積立による明ら

かなが認められる。

1者

木材の視覚的特性伝法わず色調や光沢あるいは木部などは組織構滋と化学組成iζ滋づくもので，

樹租!， I所間程t状，辺心i0，・1ぬ材等により人i却の自には蝶々に興って見える。村部の発現に底抜
影響する材の表i五i性状，たとえば道Irぎの裕iEIこ法づく llill~1や別出材の現われ万などは樹閉それぞ

れについて特機的であり，また光の~り方によって木踏の陰影の現われ方が若しく異なる。材を

観察する際l乙，見る方向ゃ角度ie変えると色調やi持{!吉が変イじする事実は経験的に周知!のことで，

Jは表部に対する光の入射角伎や変化させる ζ とによりある一方向において測定される百Ll立射光武
が変化する ζ とを切らかにした研究1) もある。また材を観終す引燥の光都の切る~， 1三議T，たと

えば太j弱光であるか人志光であるかによっても材の色調は異なる。

物体の包を比較する場合，樹党的にはマンセル包摂などの線準告諜ぞj日いるのが…椴的である

が，あらゆる樹額の木材について白j仏関皮及び彩皮が…致ずるような色取はつくられていない。

木材の材色に関する情報は材磁から誼接符られるが，間接的な政問{~も有用である。この場合

問題となるのは培真岡像の忠実な再現在1:である。一方，材色は物車TI的;ζ縮々 の説.u包機器，方法iζ
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より測定されているがEJ，4，M〉， 視llttとi誌もよく対5むずる機器測定法の開発に i渇する研究はほと

んどない。

材器商とその噂真岡像主主比較する;場合，両者について測色計による測定総が悶じでも人間の関

!こは両者のf5が大きく奥.って見えたり，また殺に人閣の聞には間じに見える材議開とその昭氏淵

像の色がj則的計による測定では大きく異なることがある。このような色ずれを評{泌することは必

ずしも容易ではない。也ずれは視覚的又は物盟的;搾怖の2去によって表わされるものであるが，こ
こでは試毅体とその材色の再現性を視覚的に評附された培其間像のL句*がt色慰問での控奥を色

ずれの問題としている。官能検査~用いた9:11];苦心理的抑制と測包計測定による物瑚的評布fiはいず

れも材包評僻の特徴と意味を有するので，既述のような木i寸法訴の光学特性を考慮して，本報で
は次の焚験I及び実験立について検討した。すなわち突験Iでは材色の写真河現世;7J?繊維逆向と

照明角度の彩縛がはっきり出る光源下の撮影j照明条件について視覚的に検討・し， 5突寝験TI時lにζおいて
lはま誠験何休2の繊総定向lにζよる皮射の万向特性lにζi組埠悶する引f.iらつきを少くする光i源涼下で搬z影移し1た三宝写言2試其立立‘ 
:誠街磁附H!像象の色淵を材色とのj比:宅b凶il佼凌で

1制悦当虫iをみfたこ。

l 材料と方法

1-1 {民対材と試験体

実験I及び5経験][に用いた供試材の樹積，比議，平均年愉l焔等はき受1に訴すとうりで，このう

ちケヤキ(板間)を実験IIζ，ヒノキ(まさ日及びJ披lヨ)，イタヤカエデ， ケヤキ， モアピ，ブ

表1 供総Mの樹額，水1絞り，比m及び平均年愉腕ii
樹紐及び木取ち ; 比 窓 | 平均年輪船

ヒ ノ キ (まさ悶〉 0.45 1.9描由

ノ キ(絞 I~) 0.44 1.8 

イタヤカエデ (まさお) 0.66 1.2 

ケ キ (まさ!ヨ) 0.62 1.4 

ケ 刊少 キ(紋 iヨ) 0.60 1.3 

・'l': ア ピ (まさ潟) 0.69 2.5 

ブピンガ(:i~ m 0.82 5.0 

ウオールナット (言:さlヨ) 0.68 4.3 

チ ク (:iお自) 0.66 2.3 

ファイノ¥-;f，'-ド 0.88 

武ボール~ 0.81 

ピンガ， ウヰ…Jレナット， チーク(いずれもまさ日)， ファイパーボード，資ボール紙(いずれ

も比較材料)を史験11に供した。

結験体の寸法は12cm(繊維方向) X 9 cmX 1 cm (隠さ)のまさ日あるいは;板目木取りで，各誌記

験体は飽別仕上げの銭乾材である。

1-2 写真搬協と作像

実験Iでは縞験休繊維lEl匂による反射の方向特性が材色の:写真再現性iζ及ぼす影幸運ぞみるため

に点光源が必裂であり，色繊度のb"'sなる 2種類のフォトレフレクターランプ寄与使用した。 *t.こ，
ζの災験目的のために撮影照明条件の諜が等2疑問像の飴舗の諜となって表わされなければならな
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いので，条件ごとに撮影したフィルムの滋像・iJ'8吋げの条件を…定にする必袈があり，このため

にニ品ートラルテストカード又はマンセノレ包摂を;漬l殺体線路時lζフィルムのーζま自に等し込ん

で対照とした。現像条件を一定にし，的再現性を;関めるために用いたテストカードはグレイで反

射}{;{18%，マンセ Jレ色誕の色調は 5.oYR7/6であった。

写真J投影の手!蹟を示すと， 18%グレイ紙で被視した接写台上!こi設いた試験体の真上にフィノレム
商と材開問距離ie30.5むmlζ保ってカメラ(ニコン FM・日本光学製)喜子セットし，その宏指lこ色

樹皮5500K又は 5000K の光源ランプを材からの距離60cmの披援にj設いて，結験{;{~の繊維sp・行方

向又は礎角方向iζ照射角度を 3段!符ずつ変え，照明光源以外の光松沼!析して搬絡ie行ったo jR材陣

の露光条件は予備的検討の結果から絞りを F8 (一定)とし，材部j限度に合わせてカメうに内議

おれた自動露出計により適正路光を綿製した。 フィルムはコダカラーFrr(ASA 100)で乳絹若手

干きがすべて問…のもの在使用した。

実験Iで検討・した撮影照明条件は(A)光源:包蹴皮 5500K及び5000K，(B)照射方向:試験体繊維

方向付。)及び繊維鹿角方向 (fl)， (C)熊射角度:材開からそれぞれ 20
0，450及び700であり，

計12の組合せである。

次に実験Eについて記すと，この実験では誠験体の方向性lζ組閣する反射光のばらつきをなく

し，光線の分:Jf6分布を変イ七させる ζ となく散乱光が得られるような光線壱用いる必裂から， I当然

感光に近い探鱗光源Cの飽i1品皮舎もつ康光色後光灯 C10.W.6500 K) 4灯を箱型照明装闘 [55cm

X49ωlX 60cm (潟さ)JのJ二部閉方に取り付け(材部からの距離 35cm)たものぞ用いた。 ζのj照
明銭授は散乱光下で材l宙服度がほぼ均一(ヒノキまさ日間で 36201x)で，錨検査ぞ行なう;場
合のj照明に近い条件で'itゐ5診を行なう ζとができる。写真撮踏の条{tl:は上述の散乱光都下で露光条
件，カメラ，フィルム等すべて実験Iとi司織であるが，実験1Iの作像では焼付けの段階で材遊間

の色に最も近づいた勾:誕揃換を中心にして，レッド，グリーン，ブルー，シアン，マゼンタ，イ

エローの 6方向にわずかずつ誌の色&ずらすりングアラウンドの手法在用いて，得税性良好な

写真間像の胤聞に色翻が分布するえサンプルを作製した。

1-3 能検査

官能検ヨまは実験 I及ぴ実験Bともに陶然光の入る明るい議内で餓狭間の限度を一定 (2500lx) 

!こして行なった。パネリストは総子掛で， 18%のグレイ紙上;ζ高さを揃えて全日ベた試験体と

間像ie直上:から比較義諸説させた。

史験Iではケヤキ(板間)について7倒のサンプルを用い，搬影条件ごとに…試験体当iり6枚

の噂をー艇として試験体との比較で， 3I.休J議， ，&，切]る ð ，光ð~ ， 総合評価の各検項目とと

は写真部像の類似性が高いj仰と 1から 6までのj眠伎をつけ，そのJI民位和で評郁ずる，いわゆるJlm

位法による官能検査を行なった。パネリスト総数は40人で斌験体7似の写真iilli像の抱1すべてにつ

いて 1人数冊ずつ繰返して視覚ff'1布Jiie行なった。結果ぞまとめ，光線ie…定lこして照射方向と角

度を変イじさせて銀銭した写真間像についての官能検資から光線別に名照射条{q:ごとの順位和創れ

して，グレーマーの迅速有認主主検定7)を行った。また，照射方向ie…定にして光線と照射角度ie

~イじさせて搬絡した写真間像についての'f~7能検資の結果から名照射方向別に各照射条件ととのJI悶

佼和金求めて，計議データと潤じように扱い分散分析8，9)ie行なって影響関子を検討した。

災験rrではiJt獄したすべての謝閣の訴験休について一定の撮影照明条件T得た呼災断像にリン

グアラウンドの作{(M1l!却後行なって，一試験体当り約30枚の写真純{象会作製し，これや…~fl とし

て官能検査に供したo 能検斑は各木材試験体と時災関像の:協覚的な類似:燃は住臼し， 301;交の写

真翻{象から木材試験体と類似肢の潟いもの>'i?5枚パネリストに選び出させ， )強ばれた呼真ごとに

得点1をl子えて，パネリスト30人の総得点で秤師ずる方法を用いた。
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1-4 測色色差i叶による測定と材色言提訴

i試験体及びその写真間像のj則的は測色色差別命 (Z-1001DP ~恕・日本電色工業製居間いて行

なった。測位スポットは30棚 Fずで、作誠験体の典ったiUU定部8鋼所を測定し，L匂*併設色系で袈示

し，その平均{伎をSj7.J勾材色とした。勾則前像の測色は試験体の測定枕践と対応するi河一鋼所で;;jこ

材誠験体制課需主体として測定し，木材試験体と等真臨{象の明度第ムlペ包皮ムポ，ムb*，
!:1E*=、I(む巧I 五平)2十(ムb*)2などで取しすこ。 L*a*b*変色系10，11)は|認i終日夜明議員会 (cm)
が1976年l吋m認した規覚的にほぼ均等な尺度会もつ岱担問の…つで L*で明度が，a*b*平聞
で包皮が我わされる色沼間の距離が包の認会示す変色系である。;鵠験休の光沢!立は変角光度計

(VG-IP ~~ .日本沼也工議製)ぞ用いで測色i百と閥…例所でilUJ定レ，その平均{山岳71i0光沢皮で

した。

2 結果と考察

光都@，蹴皮J5?異にする!写真翻像 (1被射方向と照射iIJを変えて撮影した 6枚 1組) 2組について
の官能検1if.結果を表2Iζ示す。設から1mらかなように色蹴疫にかかわらず問様の倒向がみられる。

淡2 光源包il!ll支及びj照明方向を災"にする等災lillif'象の 'I~r飽検王立における j加点漁1 (史話会1)

f" IJ_ 
検ヨ援演@l

700 200 450 700 

了'[{* !l漆
160 283 237 208 

5000K 192 180* 305 279 224 

包3
5500K 99・ド 129* 262 238 328 

5000K 172* 139* 362 354 241 

1m i5 さ
υ5001'王 102* 209 173 237 219 320 

150* 235 310 223 

* クレ…マー検抵の結果9596脊滋水機で俊れるもの

すなわち繍織淳行方向で材開と200及び700の写真犯TI{裂が立体感，色，切るさのいずれにおいても

}I則立和が 1 位と 2 イ立を，:f:î め獄似しているが，繊維商f~1j向の;場合はいずれも下般を占める。表 3

1乙説験体と写真rrm像の類似牲についての検資明日間の相関係数を示す。総合il'v.fI][jと色及びi到るお

の相関係数は色樹皮が 5500Kの場合0.97，0.96， 5000I{の場合0.99，0.98であり，総合評{illiは

色及び切るさでほとんど決定されるが， 5000Kでは光沢との相|刻も高くなっている j誌を考慮す

る必要がある。

)[体感

15 
光沢

i拘るさ

総合評価

;l< 3 T~í総検資鋭部の成問郎の~'Ff関係数(j'Iミ験1)

総合将{桁

0.74 

0.97 

0.40 

0.96 

斜線から上側のiauま光淑色瀦r915500:F互によるもの℃下omの{訟は5000Kによるもの
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光線の色j品!支と照射角度が写真岡像の立体感，泊，明るさ及び光沢に及ぼすj形勝ぞみた官能検

資の結築ぞ諜41ζ示す。絡議平行方向から照射する;場合， .立体感についてはj照射角の効果が認め

られるο的及び明るさについては光線色調脱及び光線色櫛皮と照射角度の交五作用の効果が認め

られるが，うも郡包括l皮閤子の Foが交正作用問予のれよりもかなり大きく，前者を効果と考え

ることも出来る。また，光沢については照射角度が際饗する。一方，繊維砥角方向から照射する

場合色については光源色調E芝が，腕るおについては色協皮と照射角度の交:説作用がそれぞれ寄与
しているo

実'4 治i奴&f1ðlJ交(A) と j照射f司1皮(日)が1ij.~気筒像iζ及;ますj~絡について求めた
検資項目ごとの分散分析茨(災験I)

袈 関 平方和 j急成 j交 平均平方和 l~o 

A 5.4 5事4 0.36 

f" 
B 133.28 2 66.64 4.48* 

"S1: AX13 17.57 つ 8.79 0.59 

絞殺到 3483.75 234 14.89 
イヰ:

A 17.9 17.9 1.18 

J議 fム
13 22.8 2 11.4 0.75 

AXB 43.1 2 21.6 1.42 

E 328.32 216 15.2 

A 326.67 i 326.67 23.86市

f" 
B 8.'l 2 4.2 0.31 

AX13 100.63 ワ 50.32 3.67* 

3204.3 234 13.69 
色

A 131.7 i 131.7 9.24* 

fム
B 78.9 2 39.5 2.77 

AX13 77.9 2 39.0 2.73 

E 3078.5 216 14.3 

A 112.07 1 112.07 7.86* 

f" 
B 100.08 6 50.04 3.51* 

rpl 
AX13 90.00 2 45.00 3.15* 

E 3337.85 234 14.26 
る

人 46.0 i 46.0 3.15 

さ fJ 
B 40.2 2 20.1 1.38 

AX13 127.0 2 63.5 4.35* 

E 3153.9 216 14.6 

A 40.0 40.0 2.69 

f" 
B 101.93 2 50.97 3.94* 

光
AX13 22.42 2 11.21 0.75 

3475.65 234 14.85 

A rυ.52 己 i 5.52 0.36 

沢 f.1 
n 0.76 2 0.38 0.03 

AX13 6.19 2 3.10 0.20 

E 3354.5 216 15.53 

])' 0，200; 0.05)口 3.89 P (2，200; 0.05)出 3.04
*危険率5%で手gii祭主をありと指定できるもの
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関11乙ff1J…条件で撮影したマンセル色擦の写真と材磁の写真岡像について色度計，b*告示す。

乙の閣から!写真翻像lζ及lます先搬の効果をみると， 照射角度にかかわらず光源的調度 5500Kの

写真が 5000Kのそれよりも併が大きく，赤方向へのずれが認められる。 'it，こ色度額上でマンセ
ノレ色惑の写真と材の写真の岱皮の惑は色調度 5500Kの光訪日の場合 oくムポくム併で， 5000Kの

場合は A併が負で，ム併は正・負いずれのirr(もとる。前者・の場合は赤方向へ後者の場合は緑方向
へずれるが，このように包皮のずれの方向や大きさは光源の部温度に影響される。

2-2 木材試験体と写真翻像のかa*b*~lîtlでの誕

表 51ζ令樹穂試験体の材色の測定観と光iR度ぞ訴す。 L*の最も鴻iいとノキ(まさ自)と最も
低いウォ…ルナットのi強度誌はムL*均 2.0で，iJJミl床が最も大きいブピンガと最も小さい貿rjf-)レ

紙ではム俳句14となり， さらに斌味については散も大きな武ボール紙と最も小さなウオールナッ

公5 試験{本茨阪のillU色悩及び光沢&

L'ド 品* b* 750')も沢皮

ヒ ノ キ (R) 74.62 8.50 25.97 15.2% 

ヒ ノ キ('1') 74.55 7.04 26.42 13.9 

イタヤカエデ (R) 74.40 6.01 18.35 5.1 
うー ヤ キ (R) 63.34 11.95 28.27 5.9 
:E- ア ピ (R) 53.10 15.62 22.65 9.9 

ブピンガ (R) 44.22 16.42 17.58 9.6 

ウオールナット(R) -14.11 9.45 15.24 13.4 

チ … ク (R) 47.36 11.65 26.70 8.5 

ファイパーボ…ド 47.38 9.84 20.72 7.4 

災ボー Jレ紙 62.16 2.22 29.91 3.8 
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トの3史がムがとヰ14である。また!こノキ(まさ問)とイタヤカエデは Lホがほとんど閉じであるが，

光V~度は前者-の方が後者の 3 倍である。 ζれに対してヒノキ(較悶)とウォーノレナットは L*Iζ 
大きな設があるのに先制!廷に授は認められない。 このようにL*が同じで光沢皮が511なる場合と，
光渋皮がIi'!Jじでか'が異なる;場合があり，光沢皮が材色の明度!こ及{ます路線が考えられるが，光

沢j史と的!立との関係は明らかではない。

各供試特出lこ対する呼1切1M象の測色{I~(は;鵠験体の材色との策(ムP，ムポ，ムb水)で・変わおれ，

これらをヒノキとケヤキのまさ自について表及び図比例示したものが紫札 7と関2. 3である。

これらの!創立的2夜間で材色の路線を部点と定め， ムか，ムポ，ムb*会ijqll万I{uへのずれが誠験体と

写真岡燥の測色摘のすなわち碍現在1:の大小をかすものである。この賂棟ijij/l上lζ官能検査にお

いて10点以j二の得点を得たもの必黒丸で10点以下のものを内メLで表わし，その分布状態イ告示して

いる。際2と関3を比較すると，ムL*iPIII方向については閤2のヒノキ(まさ民)で1止10点以上の

得点を持た写真削像がほとんど魚側へずれるのは対し，間 8のケヤキ(;1d日)では ζれがすべ

て正側にずれている。また色!支閣についてみると， [調 2 では類似性の高い培真間像の分布が~.つ

の例外を除くと，第五，筋1[[象|浪すなわち赤!床を減じitlll球あるいは腎1沫を唱す純凶にひろがって

おり， 10点以上の高得点を得た写真間像はほとんどtrflll象眼に分布している。これに対して関3

ではケヤキの写真岡像の分ヂ13は第五象限で'10点以上の得点奇得た巧潟のム伊ijil!l方向へのずれが大

災6 ヒノキ(まさ悶)の得票ミ繭{象の洲色純然と官能検fJ:による得点

JIJi'{ 1ft 写真渓13・ ムL* ムa* ムb* 得点

i 30 -1.57 一1.41 1.99 15/30 

2 19 -1.11 -1.79 0.67 14 

3 26 …0.92 …2.09 …0.55 13 

4.5 17 …2.16 -1.57 2.29 11 

4.5 18 -2.52 -0.71 2.16 11 

7 11 0.26 …2.56 0.37 10 

7 23 …1.22 …1.21 :3.59 10 

7 2'1 -3.06 …0.84 1.61 10 。 i〆i -0.76 …1.59 --0.40 日

10.5 8 -0.84 …0.71 0.93 7 

10.5 20 0.10 …2.4 1.96 7 

12.5 15 0.71 -2.44 0.77 川伊

12.5 25 一0.38 -1.45 0.39 日

15 27 …0.15 …2.69 1.5'1 3 

15 21 1.10 -0.82 …0.58 3 

15 G 一0.92 -0.38 3.29 3 

19 31 …0.22 1.37 -0.88 2 

19 :J …2.06 …0.53 3.94 2 

19 12 1.10 -0.82 0.58 2 

19 2 0.15 …0.87 -0.10 2 

19 10 …0.12 1. 74 -0.41 2 

24.5 7 -2.82 i圃08 1.54 I 

24.5 9 …0.30 -1.29 -.0.39 i 

24.5 28 1.13 1.05 1.21 i 

24.5 29 …0.54 --1 ‘75 -2.80 i 

24.5 1 -2.61 -0.08 5.07 1 

24.5 5 …2.06 -0.53 3.94 i 
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淡7 ケヤキ{まさ悶)の7iJ.災f!!ll像のallJ色t"U泉と官能検'l1f.による得点

順位 ~J.(f.~妥汚 ムL* ム晶* Ab* f等 jjil

1.5 19 2.67 -1.67 4.34 12/30 

1.5 28 3.77 -1.87 3.95 12 

3.5 11 3.50 -2.57 5.54 11 

3.5 31 4.09 -2.52 5.07 11 

6 20 4.35 -3.23 3.47 9 

6 22 3.20 -2.47 2.12 9 

30 3.37 -1.29 4.39 9 

9 7 3.75 -2.47 2.88 8 

12 5.64 -2.35 4.85 8 

29 1.45 -0.81 4.93 8 

11. 5 13 4.79 -3.42 4.63 7 

11.5 33 3.05 -1.47 5.32 7 

13.5 4.84 -2.06 2.64 6 

13.5 32 2.26 -0.98 2.95 6 

15戸.0戸 24 5.90 …4.36 0.19 5 

15.5 17 3.89 -2.51 6.34 υ F剛

17 25 7.66 -4.17 1. 71 3 

20 23 6.49 -2.90 1.24 2 

20 8 2.92 -0.86 1.38 2 

20 ワ 5.91 -2.12 1.46 2 

20 16 5.97 -3.24 1.30 2 

20 15 4.54 -1.65 2.79 2 

23.5 10 4.47 -2.09 0.52 i 

23.5 26 5.59 -2.40 -0.48 

きいが， ヒノキのそれと較べて部l[象眼内での分布のばらつきは小さい。

地積i聴についても写真髄像の部担1mでの&1慌の分布に共通した傾向は赤i旅役減じ賞味をi設す方
向にひろがって分布することで，t'::.t.ご一つの間外はそアピである。色空間のムL*!lqll方向のずれに

ついてはヒノキ(まお日)及びウヰールナットが負。!uにずれて分布するのに対して他の樹額では

正側にずれて分布すaる。

関2，3 Iζ示されるような2i#J.J)辺剛保の分布の誠心位館ぞ求めることにより，写真Tilli橡の色ずれ

の方向と大き注がわかる。官能検資で視覚評fdfiされて巡ばれた写真間像について得点で窓み付け

して求めたムL*，ムポ，ムb*のそれぞれの平均{戒を渡心石川授として，材色l乙対する説党許制の色

ずれとして樹l重加に訴したものが図4である。

iJ出色による物瑚的評側の原点(ムがお 0，.6.a*口 0，ムb*出 0) Iζ 対して， 的ずれにより求め

られた色沼1m内での抵心の位授は材聞に対して色調がもっとも近いと推定される写真iillii象の臨機

であるoI調4から切らかなように物関的評舶の原点に対するま立心のずれの方向についてみると，

モアピ以外のすべての樹額に共通しているのは色度関の第]1象限すなわちムボが魚，ム伊が正の

{I立をとる方向へずれていることである。また， 的ずれの方向としてはヒノキ CiJj(f=D ， イタヤカ
エデ，ケヤキ，チークがほぼ!司方向にこのj聞にずれが大になり， またヒノキ(まさ隠)， ブピン

ガ，ウヰーJレナット，ファイパーボ…ド，演ボール紙が開方向はこのj眠でずれが大きくなる傾向

がある。このようにほとんどの槌離が赤味ぞ減じ賞味そ増す方向へその露心がずれるのに対し，

モアどのみは部I旺象!践すなわちムボ，ムb*共に負の7'5向に色ずれし，材色の現において抱樹額
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凶4 樹翻別の;対色l乙3討する:総銘;枠制の色ずれ
.:m心ヘ¥:偽ずれの;必?向

とは興った特徴を訴している。

一方，明るさのずれについてはヒノキ(まさ鴎)とウオールナットが負slliへ仙は正側にずれて

いる。ヒノキとウオールナットの材i磁の光沢j立はイ也樹閣に較べて大きしこれが鳴るさに務幸運し

ている ζとが考えられる。飽ずれの小さいヒノキは明るさのずれも比較的小さいが，色ずれの大

小と明るさの大小のずれは必ずしも一致しない。また， f珂!交の高いイタヤカエデ?とケヤキは明る

さのずれも大きく，明度の低いブピンガは明る注のずれも小さいが，明度の大小と切るさのずれ

との関採は明らかではない。

表 8tζ供誠材すべての写真岡像について，官能検査でi設i高得点を得たもの，すなわち視覚的再

現性の最もすぐれた写真.の臆擦及ひ:i1iJrζ述べたヰユミ酪像の重心の路擦を示す。 ζの表からわかる

ように視覚的T1:j.:現性のよいミiilli像が必ずしも鵠験体の物理的評価と一致するものとは!彼らない。

;試験体と写おft!jj像のII!tlfこは，ムLホロー1.87"-'5. 40，ムボ'=-5.57"-'-0.89， .6.b*=-1. 29"-'4. 34，ムEホ

広三2.89---7. 61の色ずれがあり， ζのg;，ずれは樹栂によりその方向と大きさが探なることが明らか

である。材色の視覚的;枠制fiと物現的評価の!聞に己主じるこのように特額的な色ずれのj京協として誠

験体のき託部性状とくに繊維主主向，間凸などによる光学特性の絡輔が大きいものと考えられる。ま

た材I自に対する視覚的イメージの迷い，すなわち部分としてとらえた場合と全体としてみた場合
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炎8 *材袋i国lこ対して;悦3説的持続性のi訟も良好な等五il;iillH1i裂の色鈎及び況心の依lKt*

1.57 -1.41 -1.29 2.90 
15/30 ヒ ノ キ(R) (…1.15) ( -1.49) ( 1. 20) ( 2.23) 

1.28 -0.89 3.30 3.65 14 ヒ ノ キ('1') ( 1. 75) ( -1.34) ( 2.02) ( 2.99) 

4.44 -1.69 2.98 5.61 
18 イタヤカエテ'(R) ( 4.16) (-1. 61) ( 3.15) ( 5.46) 

キ(R) 2.67 -1.67 4.34 5.36 12 ケ ヤ ( 3.90) (-2.24) ( 3.82) ( 5.90) 

0.22 一5.57 0.45 5.59 19 'E ア ビ(R) ( 1. 68) (-5.57) (-0.32) ( 5.83) 

-1.67 -3.04 0.53 3.51 
20 ブピンカゃ(R)

( 0.4，3) (-2.46) ( l.S0) ( 2.82) 

…1.87 -2.14 0.53 2.89 19 ウオールナット(R) (-3.30) (-2.76) ( 1.14) ( 4.45) 

5.40 -4.22 3.31 7.61 
13 チ 一 クW) ( 3.66) (-2.74) ( 5.57) ( 7.21) 

3.51 …3.62 1.30 5.21 20 ファイパーボード
( ，3.05) ( -3.49) ( 1.14) ( 4.77) 

2.08 -，3.12 1.27 ，3.96 18 災ボ… Jレ紙 ( 2.11) (-2.96) ( 1. 60) ( 3.99) 

*汲心の{立授や下段の( )の悩で7Rす

の相瀧と平均的材色との対応、も紳{Illi法と倒述してi渡部の…っと考えられる。材薮聞と:容真岡像の

光学特性の違いをi犯らかにして色ずれを剖切断す鳴ることが議裂である。

写真市.現院について波8及び関4に示した結果からえる ζ とは， '悦党的iζ再現性のよい培真

i磁{象で;鵠験{本との明度差(ムL*)，印度経(ムポ，ムb*)が小さいもの租， すなわち的翠が小さい

もの穏鵠験体を忠実に再現ずる写真と認めれば， ヒノキ，ウヰールナットは写真再現性がよく，

チークが汲も磁く，ケヤキ，イタヤカエデなどは ζの附に入る。

おわりに

材色をiPr.倒する場合の一つの方法として，木材部;験体のカラ…写真岡像による再現牲をj刑訴に

して悦覚的及び物迎的に評価した結果，略者の!溜lζ謹j'U;が認められ，材と立子政繭像の色ずれとし

てその火きさと万向がホされた。この色ずれのl臨i混としては材とカラー得真の発色機構の逃いや
材色の発現に官接かっ微妙な影響Ij:与える材器商の性状などが考えられるが，とくに後者の場合

光学的特性，tことえば散乱挺万般1おに対する議Tliiのマクロな組織機i告とミクロな階造の寄与々明

らかにして，材色評自UIのシステムを確立する ζ とが今後の一課題であろう O

本実験を行なうはめたり，懇篤なと指導と有識なと助設をいただいた本学木材工学研究議の*

芦教授， {主i誼助教授に深く滋i議jずる。また額々のと援助をいただいた同研究窓のお丸助手及び諮

誌ならびに実験上の使を与えられた宮崎木材二c:tlt東洋現像、j孔日本配色ユ:識に際謝する。
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Resume 

111 this stuc1y the fidelity in reproc1uotion of wood surfaoo by 00101' photog1'aphy was 

examined. The fidelity was eva1uated by visua1 anc1 physiea1 tests using the wood 

sUl'face and its photographic copies. 

The 1'esu1ts obt乱inec1are乱sfollows: 

One oI the bes七conditionsin photographic illuminating systems on wood samples is 

in sueh a eas色 as5500k in 00101' tempe1'atu1'e alld as 200 01' 700 in angle to the wood 

su1'faee to th患 di1'eetioll of the fibel' axis. 00101' differellees in L* 品集 b本 ulliform eo101' 

sp乱eewere observed between the wood surface alld its photo eopies whieh were assumed 

to be reproc1uetion with the high邑stfidelity. The direetioll alld degree of eolo1' deviatioll 

of photo oopies fl'om o1'igillal wood surf乳母edepelld upon the wood speeies. 




